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文責 福島英士郎

１ 島川慎一選手（本校出身：リオ・パラリンピック銅メダリスト）の講演･･11/22（火）

本校出身で、リオ・パラリンピックの車いすラグビーで銅メダルを獲得した島
川慎一選手が母校である腹栄中を訪問され、長洲町スポーツ功績名誉表彰を受け
られました。その後、本校生徒と腹赤小と六栄小の 5.6 年児童、地域の皆様に、
「Never give up」を演題にして講演していただきました。２１歳の時に交通事
故で突然、車いす生活になったことや車いすラクビーとの出会い、リオ・パラリ
ンピックの思い出等を話していただきました。「車いす生活になった後、こんな
素晴らしい生活になるとは思わなかった。諦めず一歩踏み出すことで新しい道が
開けてくる。」と話をしていただきました。生徒達は熱心に講演を聞き、積極的
に質問をしていました。４年後の東京パラリンピックが楽しみです。生徒感想を
紹介します。

教育目標

笑顔追求（腹栄中大好き）

僕は島川さんのお話を聞いて、努力することや最後まで諦めないこと、仲

間を大切にすることを学びました。僕は野球をしています。だから毎日トレ

ーニングをして、試合で負けそうな時でも精一杯頑張って、仲間と励まし合

うことのできるいいチームにしたいです。 １ー１ 星田大翔君

私は島川選手の話を聞いて、どんなことがあってもポジテイブに頑張って

行こうと思いました。くじけそうになった時は、島川選手の話を思い出し、

前向きに生きていこうと思います。お話ありがとうございました。

１ー２ 藤井綺凜さん

本日は講演を開いていただきありがとうございます。この講演会を聞いて、

車いすラグビーはとてもハードな競技だということがわかりました。リオ・

パラリンピックでは銅メダルでした。４年後にある東京パラリンピックでは

金メダルがとれるよう応援します。 ２－１ 森 健司君

２ ２年２組で道徳の研究授業を行いました。11/14（月）

歌手ｽｰｻﾞﾝ・ﾎﾞｲﾙが歌手になる前のｵｰﾃﾞｼｮﾝ番組を視聴し、夢を実現した人の生
き方から、生徒達は自分の夢を実現するためには何が大切なのかを考え、意欲的
に発表していました。具体的な目標に向かって努力できる人になりましょう。

３ 後期中間テストに向けての「めざせ２０時間」集計結果をお知らせします。
学習時間 １年生全体 ２年全体 ３年全体

30 時間以上 9,7 ㌫ 11,1 ㌫ 12,5 ㌫
25 ～ 30 時間 6.5 ㌫ 16,5 ㌫ 18,3 ㌫
20 ～ 25 時間 17,8 ㌫ 30.1 ㌫ 20,6 ㌫
15 ～ 20 時間 37,1 ㌫ 17,8 ㌫ 21,1 ㌫
10 ～ 15 時間 18.0 ㌫ 16,4 ㌫ 15,3 ㌫
5 ～ 10 時間 9.7 ㌫ 4,1 ㌫ 11,1 ㌫
0 ～ 5 時間 3.2 ㌫ 4,1 ㌫ 1,4 ㌫
１日平均学習時間 ２時間３５分 ２時間４５分 ２時間４４分

今回は教室に一人一人の勉強時間をシールで貼り出すことで、家庭学習の意欲
付けを図りました。前期テストの「めざせ２０時間」に比べ、１年生は＋８分、
２年生は＋３３分、３年生は＋２２分の家庭学習時間増になりました。特に２年
生の家庭学習時間が大幅に増加したことはとても嬉しいことです。この調子で家
庭勉強を頑張ってくれることを期待します。

私は今日の話を聞いて、どんなことも最後まであきらめないことが大切だ
と思いました。交通事故で車いす生活になられた島川さんが、物事をポジテ
イブに考え、車いすラグビーで銅メダルを獲得されました。私も勉強や部活
で苦しいことがあっても、島川選手のようにポジテイブに考えていこうと思
いました。 ２－２ 西原舞幸さん

本日は私達のために講演会に来ていただきありがとうございました。私に
も生まれつきの障害があります。私は車いすテニスをしているので、今回の
お話を聞いてとても勇気をもらいました。「最後まであきらめないこと」「最
後まで集中すること」、今の私には、この２つが重要だと思うので頑張りた
いと思います。島川さんも頑張ってください。ずっと応援しています。東京
パラリンピックが楽しみです。 ３－１ 西尾好乃さん

今日はとてもいいお話が聞けました。私は陸上競技をやっています。いい
記録が出ない時など、陸上が嫌になったりすることがあります。けれども、
自分より島川選手の方がとても苦労していると思いました。だからこそ、パ
ラリンピックに出場できて銅メダルを獲得できたんだと思います。嫌になっ
たり、あきらめそうなった時には島川選手のお話を思い出し、何事にも前向
きに取り組んでいきます。島川選手の東京パラリンピックでの活躍を期待し
ています。 ３ー２ 森咲乃さん


